
プロパモカルブ（Proparnocarb）、  
（別紙1）  農薬名  プロパモカルプ   

参考基準値  
基準値  外国  作物残留試顧成績  

農産物名  案   

米（玄米を含む。）   
ばれいしよ   く0．02，く0．D2／く0．02．く0．02   

てんさい   0．2  0．2  

だいこん類（ラディッシュを含む）の根   5、0   

はくさい  10  申   0．由2．4．50（‡）／1．60．2．46  

キャベツ  0．1  0．1   

芽キャベツ   1．0  1、0   

チンゲンサイ   0．5  0．5   

カリフラワー   0．・2  0．2   0．2  

ブロッコリー   0．5  0．5   

その他のあぶらな科野菜   0．5  0．5   

チコリ   2  1．0   2  

レタス．   10   （⊃  1．81，0．57  

たまねぎ  0．05  申  0．012，〈0．ou9   

ねぎ  3．0  3，0  
セロリ   0．2  0．2  

トマト   2  1．0  2  

ピーマン   3  1．0  3  

なす  0．3  0．3  
その他のなす孝斗野菜  2   2  

【0．51，1．46（＃）（経国）】  

きゆうり   さ二6    5  5  0．39－0．42／】．朝欄い．44（＃）   

かばちや  5  5 j 

しろうり   5  5 i 

すいか  0．5   5 : 

メロン欄果異   0．5  0．5  5 j 

まくわうり   0．5  0．5  5 i 

その他のうり科野菜   5  0．5  5 i 

ほうれんそう   40   10   ′10  

たけのこ   0．2  0．2   
川2（＃）194（＃I51T（＃）  

しょうが   10   ○                    10  
／0．7リ（れ4．52（＃）   

その他の野菜   0．2  0．2  

いぢご 0．1  

その他のスパイス  q．2  
その他のハープ  0．5  

牛の筋肉   0．01  0．01  

順の筋肉   0，01  0．01   
その他の陸脚llほL凧こ屈する酬勿の筋肉   0，01  0．01   

半面脂几㌃ 0．01  0．01  

豚の脂肪   0．01  0．01   

その他の睦棲哺乳頬に属する動物の脂肪   0．01  0．01   

∠l二の肝臓   0．01  0．01  

膵の肝臓   0．01  0．01   

その他の陸棲哺乳珊に属する軌物の肝備  0．01    0．01   
牛の暦臓   0．01  0．01  

l家の関脇   0．01  0．01   

その他の陸棲哺乳顆に屈する軌物の腎臓  0．01  0．01  

牛の食用部分  0．01  0．01  

豚の食用部分   0．01  0．01   

その他の睦脚桐L類に属する動物の食用部分  0．01  0．01   

乳   0．01  0．01  

効の筋肉   0．01  0．01  

その他の家きんの筋肉   0，01  0．01   

親の脂肪   0．01  0．01  

その他の家きんの脂肪   0．01  0．01   
劫あ卵   0．01  0．01  

その他の家きんの卵   0．01  0．01   

とうがらしt乾撫させたもの。）   10  10  

審議の対象   農薬の食品中の残留基準の設定   

経緯  
農薬取締法に基づく新規製剤の農薬登録申請に伴い要請があり、併せて  

ポジティブリスト制度導入時に設定した基準値の見直しを行うもの   

H  

構造式  
l  

／＼ノ？YN  N＼  
0   

用途  農薬／殺菌剤   

プロビルカル／くマート骨格を有する殺菌剤  

作用機構  病原菌の菌糸細胞膜に作用し、細胞内容物の漏出を引き起こすことで効  
果を発揮すると考えられている。   

適用作物／適用病害虫等  農薬登録申請；はくさい、たまねぎ   

我が国の登録状況   農薬登録；ぱれいしよ、しタス、きゆうり、しようが   

カリフラワー、レタス、畜産物等に国際基準が設定されている。  
諸外国の涙況  米国においてばれいしよ、うり科野菜等に、カナダにおし、てきゅうり、畜産  

物等に、EUにおいてレモン、りんご、トマト等に基準値が設定されている   

許容一日摂取量（ADりd．29m〟kg体重／dav  

食品安全委員会における食  

串健康影響評価結果   無毒性圭－2叩mg／kg体重／day  

安全係奴100   

基準値案   
別紙1d）とおり。  

残留の規制対象物質：プロパモカルブ（親化合物）   

暴露評価   TMDT／ADI比は、以下のとおり       TMDl／ADl比 、イ％）    国民平均   1■1．2    幼小児（1～6歳）  18．6，    妊婦，  9．2    高齢者（65歳以上）  12」1    TMDI＝理論最大－El摂取量（Theor8tic？JMaximumDaily：［ntake）   
意見聴取の状況   平成22年5月19日に在京大使館への説明を実施  

今後、パブリックコメント及びmo通報手続きを卓定   
申案   別紙2のとおり。   

平成17年11月29日厚生労働省儀示第499号において新しく設定した基準掛こついては、網をつけて示した。  
（‡）これらの作物班留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値儒定の根拠とした。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
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（別紙2）  

答申（案）   

プロパモカルプ  

残留基準値  
食品名  

Ppm   

米t玄米を首む。）   0．1   

ぱれいしよ   0．3   

てんさい   0．2   

だいこん類（ラディッシュを含む。）の根   

はくさい   10   

キャベツ   0．1   

芽キャベツ   1．0   

チンゲンサイ  0．5   
カリフラワー   0．2   
ブロッコリー   0．5   

その他のあぶらな科野菜酎   0．5   

チコリ  2   

レタズ   10   

たまねぎ   0．05   

ねぎ   3．0   
セロリ   0．2   

、マト   

ピーマン   3  

なす   0．3   

その他のなす科野菜注2）   2   

きゆうり（ガーキンを含む。）   5  

かぼちや（スカッシュを含む。）   

しろうり   5  

すいか 0．5   

メワン頬果央   0二5   

まくわうり   0．5   

その他のうり村野共机l   5   

ほうれんそう   40   
たけのこ   0二2   

しようが   10   

その他の野菜‖湖   0．2   
いちご   0．1   

牛の筋肉   0．nl   

隊の妬肉   0．Ol   

その他の陸棲哺乳頬に屈する掛物注n）の筋肉   0．01   

牛の脂肪   0．Ol   

豚の脂肪   0．Ol   

その他の陸棲】柵乳】捌こ属する掛物の脂肪   0．01   
牛の肝臓   0．01   

豚の肝臓   0．Ol   

その他の陸棲哺乳続こ成する動物の肝臓   0．01   
牛の腎臓   0．01   

豚の腎臓  0．Ol   

その他の陸棲哺乳風こ属する動物の腎臓   0．Ol   

牛の食用細分址6）   0．01   

豚の食用部分   0．01   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分   仇Ol   

乳   0．01   

劾の筋肉  0．【）1   

その他の髭きん注7）の憫肉   0．01   

租の脂肪   0．Ol   

その他の家きんの脂肪   0．01   

粕の卯   0．01   

その他の家きんの卵   0．01   

とうがらし（乾燥させたもの。）   10   

※今回残留基準を設定するプロパモカルプ  
に臥プロパモカ′レプ及びプロパモかレプ塩  
酸塩が含まれる。  

注1）ーその他のあぶらな科野菜」とは、あぶら  
な科野菜めうち、だいこん類の根．だいこん  
類の葉、方ゝぶ類の根、かぶ類の葉、西洋わさ  
び、クレソン、はくさい、キャベツ、芽キャベ  
ツ、ケール、こまつな、きような、チンゲンサ  
イ、カリフラワー、ブロッコリー及びハープ以外  
のものをいう｛  

注2）ーその他のなす網野菜jとは、なす科野  
菜のうち、トマト、ピーマン及びなす以外のも  
のをいう．  

注3）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜の  
うち、きゆうり、かぼちや、しろうり、すいか、メ  
ロン坂果実及びまくわうり以外のものをいう。  

注4）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも  
類、てルきい、さとうきび、あぶらな料野菜、き  
く村野薫、ゆり林野兼、せり科野兼、なす粗野  
兼、うり村野菜、ほうれんそう、たけのこ、オク  
ラ、しようが、兼成動えんどう、未成熟いんげ  
ん、えだまめ、きのこ煩、スパイス及びハープ  
以外のものをいう。  

注5）ーそ叫也の陸棲哺乳陽に屈する動物」と  
は、陳脚摘乳寛刑こ崩する軸物のうち、牛及び  
ほ以外のものをいう。  

注6）「食用廊分」とけ、食用に供される椰分の  
うち、筋肉、脂肪、肝臓及び間旭以外の部分  
をいう。  

注7）「そわ他の家きん」とは、家きんのうち、鶏  
以外のものをいう。  

ー103－  ー1n4－   



メトラクロール  （別紙1）  

メトラクロール（Metota¢hlor）  
参考基’  準値  

基準値  作物残留試験成靂  
農産物名  案  

PDm   Dl）m   

PPm   
小麦   0．1  0．1   

大麦   0．1  0．1   

ライ麦   0．1  0．1   
001（∩×ほ）  
く0．08（n＝†2）】（米国とうもろこ  

とうもろこし   ○・申  0．1  米国  
そば   0．1  0．1   

その他の穀類   0．3  0．3   

○一抑5，く0．のき（♯）  
0．08－0．11（炉14〉】（米国大  

大豆   0．2  0．2  ○・申  0．2  
001（nxヰ）（いんげんまめ）   
0．05．く0．05（べにばないんげ  

小豆類   0．2  0．3  ○・申  ん）  

えんどう   0．3  0．3   
そらまめ   b．3  0．3   

001く001（♯）  
く0．08－0．13（♯）（∩＝18）】（米  

らつかせい   ○・申                       0．2  0．5  0．2   
その他の豆粕   0．3  0．3   

0．0†．く0．Ol  

く0．08－0．14（♯）（鰐川）】（米  

ぱれいしよ   0．2  0．2  ○  0．2  

さといも斯（やつがしらを含む。）   0．05  0，1  ○  0．Ol．く0．Ot  

001く00＝♯）   
く0．1（♯）（∩＝6）】（寺川かん  

かんしよ   0．1  0．1  ○・巾  0．2   

やまいも（長いもをいう。）   0．02  0．1  ○  0．005．く0．005   

こんにやくいも  0．05  0．l  0．01，く0，01   

その他のいも槽  p．丁1  

ロ．01．く0．Ot／く0．005．く0．m封♯）  

く0．08－0．32（♯）（∩と22）】（米  
てんさい   0．1   0．5  

さとフきび  0．05  
0．005．く0朋5（♯）   

く0．D8－0．1小♯）（∩こ8）】（米国  

だいこん珊（ラディッシュを含む。）の根  0．1  0．3  

だいこん糎（ラディッシュを含む．）の葉   0．05  0．1  ○  8．01／く0．005（♯）  

001く00l   
く8．08－0．14（♯）（膵8）】（米四川  

かぶ頬の根   0．1  0．1  ○ 0．3  

かぶ新の菓   0．05  0．】  ○  0．0†．く0．8‡   

く0．08－0．14（♯）（瞬8）】（米国  

西洋わさび   0．3  0．1  0．3   
クレソン  0．1  
はくさい   0．1   0．1  

キャベツ   0．05   ○・申  D．01（nx4）  

芽キャベツ  

ケール  0，02  
こまつな  0．1  
きような  0．1  
チンゲンサイ  0．1  
カリフラワー   0．02  

ブロッコリー   b．02  0．02   
その他のあぶらな科野菜 0．1  0．1  
ごlう  0．1  
サルシフノー  0．1  

0二1  アーティチョーク  
チコリ  0・l  

ユングイブ  0．1  

審議の対象   農薬の食品中の残留基準の設定   

経緯   
農薬取締法に基づく新規製剤の農薬登録申請に伴い要請があり、併せて  

ポジティブリスト制度導入時に設定した基準値の見直しを行うもの。   

構造式   監・服．・   O    Cl  
【s体】  【R体】   

用途   農薬／除草剤   

酸アミド系の除草剤。  
作用機構  主に超長鎖脂肪酸の合成阻害作用により、埴物の生長部位での正常な細  

胸分裂を阻害することによって、植物を枯死させると考えられている。   

適用作物／適用雑草等   農薬登録申請；とうもろこし、大草小豆類、らっゃ、せい等／一年草雑草等   

とうもろこし、大豆、小豆痕、らっかせい等に農薬登録がなされている・。活  
我が国の登録状況  性成分であるS体の比率を高めた製剤について新規登録申請が行われて  

いる。）   

国際基準は設定されていない。  

米国において豆類、ひまわりの種子、卵、乳等に、カナダにおいてりんご、  
諸外国の状況  

桃等に、欧州連合（EU）においてチコリ、いちご等にiオーストラリアにお  

いて大麦、小麦、かんし 

許容一日摂取量（ADI）0．097．nE／kg体重／dav  

食品安全委員・会における食     ［設定根拠］1年間慢性毒性試験（イヌt混餌）  
ノ   

畠健康影響評価結果   無毒性豊9．7mg／kg体重／d叩  

安全係数100   

基準値案   
別紙1のとおり。  

残留の規制対象物質：メトラクロ「ル（S休とR体の和とする）   

TMDr／AD（比は、以下のとおり。  

TMDl／ADI比  

（％）  

国民平均   1．5  

暴露評価  
幼小児（1～6歳）   3．1 

妊婦   1．3  

高齢者（65歳以上）   1，5  

TMDI：理論最大－El摂取量（TheoreticalMaximumDai．ry（ntake）   

意見聴取の状況   
平成22年5月19日に在京大使館への説明を実施  

今後、パブリックコメント及びWTO通報手続きを予定 

答申案   別紙2のとおり。   
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農薬名  メトラクロール  農薬名  メトラクロール  （別紙1）  

ダ菜及びちしやを含む。） 

農産物名  

その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉  

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪  

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓  

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓  

▲
U
 
O
 
入
U
 
O
 
O
 
O
 
 

牛の食用部分  
豚の食用部分  
その他の陸棲喧軋矧こ属する動物の食  
用部分  
乳  
勉の筋肉  
その他の家きんの筋肉  
鶏の脂肪 
その他の家きんの脂肪  
鶏の肝臓 
その他の家きんの肝臓  
私の腎臓  
その他の家きんの腎臓  
鶏の食用部分  
その他の家きんの食用部分  
鶏の卵  
その他の家きんの卵  
ミネラルウオーター頬  

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
（‡）これらの作物残留就験は、試験成紙のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。  
（＃）これらの作物残田試験は、叩紺の範囲内で試験が行われていない。  
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（別紙2）  

答申（秦）  

メトラクロール  

残留基準値  
食品名  

ロロTn   

米（玄米をいう。）   0．1   
小麦   0．1   
大麦   0．1   
ライ麦   0．1   
とうもろこし   0．1   
そば   0．1   
その他の穀類（注1）   0．3   
大豆   0．2   
小豆類   0．2   
えんどう   0．3   
そらまめ   0．3   
らつかせい   0．2   
その他の豆類（注2）   0．3   
ばれいしよ   0．2   
さといも】折（やつがしらを含む。）   0．05   
かんしよ   0．1   
やまいも（長いもをいう。）   0．02   
こんにやくいヰー   0．05   
てんさい   0．1   
だいこん頬（ラディッシュを含む．）の根  0．1 
だいこん楠（ラディッシュを含む。）の英  0．05   
かぶ他の棟   0．1   
かぶ確の恭   0．05   
西洋わさび   0．3   
クレソン   0   

はくさい   0．1   
キャベツ   0．05   
非キャベツ   
カリフラワー   0．02   
ブロッコリー   0．02   
その他のあぶらな科野菜（注3）   0．l   
たまねぎ   0．05   
にんにく   
アス／くラガス   0．1   
にんじん   0．05   
その他のせり掛野菜（杜4）   0．1   
トマト   0．1 
ピー・マン   0」   

その他のなす相野業（桂5）   ‾ 0．5   

かぼちや（スカッシュを含む∧）   D．05   
ほうれんそう   0」l   

未成熟えんどう   0．3   
未成熱いんげん   0．3   
えだまめ   0．3   
その他の野菜（たヒ6）   0．05   
りんご   0．1   
日本なし 0．1   
西洋なし   0．1   
もも  0．1   
ネクタリン   0．1   
あんず（アプリコットを含むこ）   0．1   
すもも（プルーンを含む。）   0．1   
うめ   0．1   
おうとう（チェリーを含む＜）   0．1   
ひまわりの種子   0．05   
ペにばなの種子   0．1   
綿実   0．1   
なたね   0．05   
ぎんなん   0．1   
くり   0．1   
ペカン   0．1   
アーモンド   0．1   
くるみ   0．1   
その他のナッツ栢（注7）   0．1   
その仙のハープ（性8）   0．l   

（注1）「そわ他の穀類」とは、穀類のうち、  

米、小麦、大麦、ライ麦、とうもろこし及び  
そば以外のものをいう。  

（注2）「その他の豆類Jとは、豆類のうち、  

大豆、小豆類、えんどう、そらまめ、らっか  
せい及びスパイス以外のものをいう。  

（注3）「その他のあぶらな掛野業」とは、  

あぶらな科野菜のうち、だいこん例の根、  
だいこん類の薬、かぶ頬の椒、かぶ難め  
茶、西洋わさび、クレソン、はくさい、キャ  
ベツ、井キャベツ、ケール、こまつな、きよ  
うな、チンゲンサイ、カリフラワー、ブロッ  
コリー及びハープ以外のものをいう。  

（吐4）「その他のせり科野菜」  、
 
と
、
み
も
 
 

は、せり科野菜のうち、にんじん   
パースニップ、パセリ、セロリ、  
つば、スパイス及びハープ以外の  
のをいう。  
（注5）「その他のなす科野業」と  

は，なす科野兼のうち，トマト，  
ピーマン及びなす以外のものをい  
う．  

（注6）「その他の野菜j とは、野  
菜のうち、いも頬、てんさい、さと  
うきび、あぶらな科野業、きく科野  
菜、ゆり科野菜、せり科野菜、なす  
科野菜、うり掛野莱、ほうれんそ  
う、たけのこ、オクラ、しようが、  
未成熟えんどう、未成熟いんげん、  
えだまめ、きのこ聯、ス′1イス及び  
ハープ以外のものをいう。  

（注7）「その他のナッツ類」と  
は，ナッツ煩のうち，ぎんなん．く  
り．ペカン，アーモンド及びくるみ  
以外のものをいう。  

（注8）「その他のハープ」、とは、  
ハープのうち、クレソン、にら、パ  
セリの茎、パセリの兼、セロリの茎  
及びセロリの葉以外のものをいう。  
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フルシラゾール（F山＄ilaz0le）  （別紙1）  
フルシラゾール   

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。〉   

グレープフ／レーツ   

審議の対象   農薬の食品中の残留基準の設定   

経緯   
インポニトトレランス制度に基づく基準設定の要請があり、併せてポジテイ  

ブリスト制度導入時に設定した基準値の見直しを行うもの。   

構造式   
F 

■   

用途   農薬／琴菌剤   

トリアゾール系殺菌剤  

作痍機構  
エルゴステロールの生合成過程において、2，4－メチレンジヒドロラノステロ  

－ルの脱メチル化を阻害することにより、菌類の正常な生育を阻害すると  

考えられている。   

適用作物／適用病害虫等  インポートトレランス申請；とうがらし／うどんこ病、かんきう類／柏橘そうか病   

我が国め登録状況   農薬登矧まない。   
りんご、ぶどう等に国際基準が設定されている。  

米国において大豆、えだまめ等に、カナダにおいてりんご、バナナ等に、E  

諸外国め状況  ∪たおいてオレンジ、ぶどう等に、オーストラリアにおいてぶどう、さとうきび  
等に、ニュージーランドにおいてみかん、オレンジ等に基準値が設定され  
ている。   

許容一日摂取量（ADl）0．0014m〟k庄体重／dav  

食品安全委員会たおける食     ［設定根拠］1年間慢性毒性試験（イヌー混餌）   

晶健康影響評価結果   無毒性量0．14mg／kg体重／day  

安全係数10b   

別紙1のとおり。  

基準値奏  残留の規制対象物質：フルシラゾ⊥ル（ただし、畜産物に関してはフルシ  

ラゾールとその代謝物【bi；（4－fluorophenシl）methy（］siF？nO［）   

EDI／ADl比は、以下のとおリb  

EDI／4DI比  

（％）  

国民平均   22．4  
暴露評価  

幼小児（1－6歳）   57．3  

妊婦   21．1  

革齢者（65歳以上）   20．1  

EDI：推定一日摂取量（EstimatedDailyIntake）   

意見聴取の状況 
平成22年5月19日に在京大使館への説明を実施  

今後、パブリックコメント及びmO通報、消費者庁協議等手続きを予衰   

答申案   別紙2のとおり。   
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（別紙1）  
答申（案）  （別紙2）  農薬名  フルシラゾール  

フルシラゾール   

残留基準値  
食品名  

nT】m   

小麦   0．2   

大麦   0．2   
ライ麦   0．2   
とうもろこし   0．01   
そば   0．2   

その他の顛類（注1）  0．Z   
大豆   0．05   
てんさい   0．05   
さとうきび   0．05   

その他のなす科野菜（注2）  ロバ3   
なつみかんの果実全体   0．1   
レモン   0．1   
オレンジ（ネーブルオレンジを含む）   0．1   
グレーフフルーツ  0．1   
ライム   0．1   
その他のかんきつ閻果実（注3）   0．1   
りんご   0．3   

日本なし   0．3   

西洋なし   0．3   
マ／レメロ   0．3   
びわ   0．3   
ネクタリン   0．2   
あんず（アプリコットを含む）   0．2   
ぷどう   U．2   
バナナ  0．U：5   

ひまわりの種子   0．1   
なたね   0．】   

牛の筋肉   0．1   
】家の筋肉   0．1   
その他陸棲哺乳澗に属する動物の筋肉（注4）   0．1   
Jlニの脂肪   

豚の脂肪   1   

その他陸棲哺乳葡に属する動物の順肪   
牛の肝臓   2   

慄の肝臓   2   

その他陸棲哺乳頬に属する動物の肝臓   2   

牛の腎臓   2   

床の間臓   2   

その他陸棲哺乳尋三引こ属する動物の門脇   2   

牛の食用部分   2   

豚の食用部分   2   

その他陸棲哺乳類に属する動物の食用部分   2   

0．05   
乳    亀の筋肉   0．2   

その他家きんの筋肉（注5）   D．2   
鶏の脂肋   0，2   
その他家きんの脂肪   0．2   

親の肝臓   仇2   

その他家きんの肝臓   0，2   
蒐の腎臓   0，2   
その他家きんの隙臓   0．2   

租の食用部分 0．2   
その他安きんの食用部分   0．2   

爵の卵   0．1   
その他の家きんの卯   0．1   
干しぶどう   0．3   

参考基準値  
基準値  

農産物名  
外国  作物残留試験成績等  

秦   
PPm  PPm  

0．2  く∵∵ノ0こ01  

0．2  0．2   鶏の食用部分  0．1  二0．01  0．1  
その他の家きんの卵   0，1  ∴ 0．1   

ふどう   0．3   1  0．3  

．－しj－こ†モ．－一手－ミいこ・．ミ？ごご＼∴、・ そば以外のものをいう 
。  

平成17年‖月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
「作物残留試験」欄に「推：」の記載があるものは、推定残留iであることを示している。  

（注2）「その他のなす科野菜」とは，なす  
科野菜のうち，トマト，ピーマン及びなす  
以外のものをいう。  

（注3）「その他のかんきつ顎果実」とは、  
かんきつ類果実のうち、みかん、なっみ  
かん、なっみかんの外果皮、なっみかん  
の果実全体、レモン、オレンジ、グレープ  
フルーツ、ライム及びスパイス以外のもの  

をいう。  

（注4）「その他の随脚嗣は引こ属する動  
物」とは、睦凄哺乳業引こ属する動物のう  
ち、牛及び腰以外のものをいう。  

（注5）「その他の家きん」とは、家きんのう  
ち、鶏以外のものをいう。  

※うめ、おうとう（チェリーを含む。）、その  
他のオイルシードについては、現行基準  
が削除される。   
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ベントキサゾン（Pentoxazone）  
（別紙1）  

参考基準値  
基準値  外国  作物残留試験成練等  

農産物名  案   
ロDm  ppm   l●   PPm  

く0，01．く0．01／く0．01．く0．01  
／く0．01．く0．01／く0．Ol．  
く0．01／く0．01．く0．01／  

米   
く0．01（軌く0．01（＃）／  

0，05  0．1  （⊃  く0．01（軋く0．01（＃）   

その他の穀痕   0．05  く0．01，く0．01（ひえ）   

魚介類   0．08  申  推：0．074   

審議の対象   農薬の食品中の残留基準の設定 

経緯   
農薬取締法に基づく適用拡大中諸に伴う要請及び魚介類↑の基準設定  

の要請があったもの。   

F O  

構造式  
ヽ  

c3 cタ侃 。H。   
用途   農薬／除草剤   

オキサゾリジンジオン系の除草剤。  
クロロフィル隼合成経路中のプロトポルフィリノーゲンオキシダーゼを阻害  

作用機構  する。－その結果として、光存在下で活性酸素を発生させることにより、細胞  

構成成分の酸化的な破壊をおこし、細胞構造を破壊して植物を枯死させる  
と考えられている。   

適用作物／適用雑草等   適用拡大申請：ヒエ／水田一年生雑草等   

我が国の登録状況  米に農薬登録がなされている。   

国際基準は設定されていない。  
諸外国の状況  

諸外国においても残留基準値は設定されていない。   

許容－El摂取量（ADl）0．23mg／kg体重／dav  

食品安全委員会における食     【設定根拠】1年間慢性毒性試験（イヌ」混餌）   

晶健康影響評価結果   無毒性量23．1mg／kg体重／day 

安全係数100   

基準値案   
別紙1のとおり。  

残留の規制対象物質：ベントキサゾン（親化合物）のみ   

TMDI／ADI比は、以下のとおり。  

TMD［／ADJ比  

（％）  

国民平均   0．1  
轟露評価  

幼小児（1～6歳）   0．2  

妊婦   0．1  

高齢者（65歳以上）   0．1  

TMDl：理論最大一日摂取量（Th80retica‖巾ximumDaitylntake）   

意見聴取め状況   
平成22年3月30日に在京大使館への説明を実施  
今後、パブリックコメント及びmo通報手続きを予定   

答申案   別紙2のとおり。   

（♯）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
「作物残留試験」欄に「推：」の記載があるものは、推定残留量であることを示している。  
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（別紙2一）  

答申（案）   

ベントキサゾン  

残留基準値  
食品名   

t）nm   

米（玄米をいう。）   0．05   

その他の穀類注）   0．05   

魚介療   0．08   

注）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米、小麦、大麦、ライ麦、  

とうもろこし及びそば以外のものをいう。  
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（別紙1）  ルフエヌロン（Lufenuron）  
農薬名  ルフェヌロン   

く0．005（軋く0．005（削／  

審吉義の対象   農薬の食品中の残留基準の設定   

農薬取織去に基づく適用拡大中矧こ伴う要請及びインポートトレランス制  

経緯  度に基づく基準設定の要請があり、併せてポジティブリスト制度導入時に  

設定した基準値の見直しを行うもの。   

構造式   毎co二c∴」もムc轡  

F  Cl   

用途   農薬／殺虫剤   

ベンゾイルフエニル尿素系疲虫剤  
作用機構  昆虫表皮の主成分であるキチン質の合成考阻害し、幼虫の脱皮阻害を引  

き起こすことで殺虫作用を示すと考えられ七いる。   

適用拡大申請：大豆、レタえ、ブロッコリー等／ハスモンヨトウ‘オオタハーコが等  

適用作物／適用病害虫等     インポートトレランえ申請：とうがらし／タバコガ   

我が国の登録状況 だいこん、ねぎ、トマト、かんきつ類等に農薬登録がなされている。   

国際基準は設定されていない。  
諸外国の状況  EUにおいてレタス、キャベツ等に、オ⊥ストラリアにおいて鶏卵、乳等に、  

ニュージーランドにおいてりんこなし等に基準値が設定されている。   

許容一日痍取畳（ADり 0．0014mg／k文体重／dav  

食品安全委員会におけろ食      ［設定根拠］1年間慢性毒性試験（イヌ・混由）   

晶健康影響評価結果   無毒性量1．42mg／kg体重／day  

安全係数 柑0   

基準値案   
別紙1のとおり。  

残留の規制対象物質：ルフェヌロン（親化合物）のみ   

TMDl／ADl比は、以下のとおり。  

TMDl／ADI比  

（％）  

国民平均   28．8  

l泉尾評価 
幼小児（1～6歳）   59，4  

妊婦   25．6  

高齢者（65歳以上）   29．9  

TMDt：理論最大一日摂取量（Theoreti云atMaxitilumDaitylntake）   

意見聴取の状況   
平成22年3月30日に在京大使館への説明を実施  

今後、／けリックコメント及びWTO通報手続きを予定  

答申案 別紙2のとおり。  



（別紙1）  （別紙1）  
農薬名  ルフェヌロン   ルフェヌロン  農薬名   

参考基準値  
基準値  作物残留試験成績  

農産物名  秦   
ロロm  pロm  Dpm   Pl〕m  pPm   

く0．005，く0．005／  
みかん 0．02  0．3  ○  く0．005．く0．005（果肉）   

なっみかんの果実全体   0．3  0．3  ○  0．054，0．034  

lo13－023（n≡3）   
（EUレモン）】  

レモン′  0．3  EU  （かぼす参照）  

【0・鱒一0・21（n＝15）  

（EUオレンジ）】  

オレンジ（ネープ／レオレンジを含む） 0．3   EU  （かぼす参照）   

グレープフルーツ   

クランベリー  
ハックルベリー  
その他のベリー頬果実   

ぷどう  
かき   
バナナ  
キウイー  
パパイヤ  
アボカド  
パイナップル  
グアバ  
サンゴー  
パッションフルーツ  
なつめやし  

0．270（＃）几385（＃）／  

0．098（射．0．128（＃）／  
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答申（案）   

ルフェヌロン  

（別紙2）  農薬名  ／レフェヌロン   

注り rその他のなす科野菜」とは．な  
す科野菜のうち．トマトピーマン及び  
なす以外のものをいう。   

注2）「その他のかんきつ類果実」と  
は、かんきつ類果実のうち、みかん、  
なつみかん、なつみかんの外果皮、な  
つみかんの果実全体、レモン、オレン  
ジ、グレープフルーツ、ライム及びス  
／くイス以外のものをいう。  

注3）「その他のス／くイス」とは、スパ  
イスのうち、西洋わさび、わさびの根  
茎、にんにく、とうがらし、パプリカ、  
しようが、レモンの果皮、オレンジの果  
皮、ゆずの果皮及びごまの種子以外のも  
のをいう。  

注4）「その他の陸棲哺乳矧こ属する動  
物」とは、睦ほ哺乳矧こ属する動物のう  
ち、牛及び豚以外のものをいう。  

注5）「食用部分」とは、は、食用に  
供きれる部分のうち、筋肉、脂肪、肝  
臓及び腎臓以外の部分をいう。  

注6）「その他の家きん」とは、家きん  
のうち、鶏以外のものをいう。  

※マルメロ、ぴわについては、現行基  
準が削除される。  

（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
（‡）これらの作物残留試験は、試験成椅のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。  
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クロメプロップ（Clomeprop）  
（別紙1）  クロメプロップ   

参考基準値  
基準値  外国  作物残留試験成凍   

農産物名  案  基準値  
Ppm   ppm   ppm  

米（玄米をいう。）   0．02  ・0．1  ○  ppm  
プ   0．3  推：0．24   

審議の対象   農薬の食品中ゐ残留基準の設定   

魚介類への基準設定の要請があり、併せてポジティブリネト制度導入時に  
経緯  

設定した基準値の見直しを行うものp   

構造式   科鮎   
用途   農薬／除草剤   

フエノキシ酸系除草剤  

作用機構  
根部、茎葉基部及び茎葉部から吸収された後、オーキシン型の植物ホルモ  
ン作用を示し、椎茸の正常なホルモン作用牢撹乱することによらて枯死させ  
ると考えちれている。   

適用作物／適用雑草等   水稲／水田一年生雑草等   

我が国の登録状況   米に農薬登録がなされている。   

国際基準は設定されていない。  
諸外国の状況  諸外由においても残留基準値は設定されていなし＼。   

許容一日摂取量（ADり 0．8062mg／k体重／dav  

食品安全委員会における食      ［設定根拠］去年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット・混餌）   

品健康影響諌価結果   無毒性量0．6Zmg／kg体重／day  

安全係数1bo   

別紙1のとおり。  

基準値案  残留の規制対象物質：クロメプロップ本体（ただし、水産物にあっては、ク  
占メプロップ及び代謝物Bをクロメプロップに換算したものの和とする。■）   

TMDI／ADI比は、以下のとおり。  

TMDl／ADl比 

（％）  

国民平均   ミ9．7  
暴露評価  

幼小児り～6－歳）   15．1  

妊婦   9．0  

高齢者（65歳 9．5  

TMD［：理論最大一日摂取量（Theoretica［MaximumDai［y（ntake）   

意見聴取の状況   
平成22年3月9日に在京大使館への説明を実施  

今後、パブリックコメント及びmo通報手続きを予定   

′答申案   別紙2のとおり。   

平成17年11月29日原生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の適用範囲内で試験が行われていない。  
「作物残留試廟」欄に「推：」の記織のあるものは、推定残留量であることを示している。  
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（別紙2）   

答申（案）  

※今回残留基準を設定するクロメプロップとは、水産物に  
あっては、クロメプロップ及び代謝物B〔2－（2，4－ジクロロー  
m－トリルオキシ）プロピオン酸〕をタロメプロップ含免に換  

算したものの和をいい、その他の食品にあってはクロメプ  
ロップのみをいう。  

＿1ク7＿  ＿1ウ久一  



イミベンコナゾール（Imibenconazo暮e）  
（別紙1）  名  イミベンコナゾール   

0．29．0，15／0．33（軋0．41（＃〉l‡）  

あんず（アプリコットを含む）  
すもも（プ／レーンを含む）  

審議の対象   農薬の食品中甲残留基準の設定   

経緯   ポジティブリスト制度導入時に由定した基準値の見直しを行うもの。   

構造式   cl骨±亀。． 
用途   農薬／殺菌剤   

トリアゾール奉殺菌剤。  
作用機構  糸状菌の細胞膜の膜構造を維持しているエルゴステロ÷ルの生合成過程  

に作用し、菌の生育を阻止すると考えられている。   

適用作物／適用病垂虫等  かんきつ、大豆等／うどんこ病、灰星病等   

我が国の登録状況   大豆等に農薬登録がなされている。   

国際基準は設定され七いない。  
諸外国の状況  諸外国においても残由基準値は設定されていない。   

許容一日摂取量（A【）Ⅰ）0．0098m〟k文体重／dav 

食品安全委員会における食   

品健康影響評価結果   無毒性丑0．984－mg／k主体重／day  

安全係数100   

別紙1のとおり。  

基準値案  残甲の規制対象物質：イミベンコナゾール（親化合物）、  
代謝物S3、代謝物SlO及び代謝物S15   

TMDL／AD［比は、以下のとおり。  

TMDZ／ADI．比  

（％）  

国民平均   27．1  

暴露評価  
幼小児（1～6－歳）   65．2  

妊婦 22．7  

高齢者（65‘歳以上）   28．8  

TMDE：理論最大一．日摂取量（TheoreticaJMaximumDajJyJntake）   

意見聴取の状況   
平成22年5月19印こ在京大使館への説明を実施  

今後、パブリックコメント及びmo通報手癖きを予定   

答申案   別紙2のとおり。   

平成17年11月29日呼生労働省告示第499号において新しく設定した基準紺こついては、納をつけて示した。  
（‡）これらの作物残田試験は、釈放成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留依を基準値策定の根拠とした．  
（＃）これらの作物飯田試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
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答申（案）  （別紙2）  

イミベンコナゾール   

残留基準値  
食品名  

tlnnl   

大豆   0．3   
らつかせい   0．1   
すいか   0．3   
メロン類果実   0．5   
みかん   0．2   
なつみかんの果実全体   
レモン   
オレンジ（ネーブルオレンジを含む）   
グレープフルーツ   
ライム  

その他のかんきつ頬果実（注1）   

りんご   
日本なし   0．3   
西洋なし   0．3   
もも   0．5   
あんず（アフリコットを含む。）   2   

うめ   2   

ぶどう  5   

茶   15   

その他のスパイス他2）   3  

（注1）「その他のかんきつ類果実」とは、  
かんきつ頬果実のうち、みかん、なっみ  
かん、なつみかんの外果皮、なっみかん  
の果実全体、レモン、オレンジ、グレープ  
フルーツ、ライム及びスパイス以外のもの  
をいう。   

（注2）「その他のスパイス」とは、スパイス  
のうち、西洋わさび、、わさびの根茎、にん  
にく、とうがらし、パプリカ、しようが、レモ  
ンの果皮、オレンジの果皮、ゆずの果皮  
及びごまの種子以外のものをいう。   



アジムスルフロン（AzimsiJ［furon）  
農薬名  アジムスルフロン  （別紙1）  

審議の対象 農薬の食品中の残留基準の醸定 

経緯   ポジティブリスト制度導入時に設定した基準値の見直しを行うもの。   

んグ＼N／CH。  

構造式  

軍NH砥   
用途   農薬／除草剤   

スルホニルウレア系除草剤。  

作用機構  
植物の分岐鎖アミノ酸の生合成に関与するアセトラクテ→ト合成酵素  
（ALS）の活性を阻害することにより植物の生育を阻止すると考えられてい  

る。   

適用作物／適用雑草等   水稲／水田一年生雑草等   

我が国の登録状況   米に農薬登録がなされている。   

国際基準は設定されていない。  
諸外国の状況  諸外国においても残留基準値は改定されていない。   

許容一日摂取量（ADI）0．095mg／kg体重／dav  

食品安全委員会における食     ［設定根拠〕繁殖試験（ラット混餌）   

品健康影響評価結果   無毒性畳9．59mg／kg体重／day  

安全係数100   

基準値案   
別紙1のとおり。  

残留の規制対象物質：アジムスルフロン（親化合物）のみ   

TMDI／ADI比は、以下のとおり。  

TMDI／ADI比  

（％）  

国民平均   0・l  

暴露評価  
幼小児（1～6歳）   q・1  

妊婦   0．1  

高齢者（65歳以上）   0．1 

TMDt：理論最大一日摂取量（Theoretica［MaximumDaily［ntake）   

意見聴取の状況   
平成22年3月9日に在京大使館への韓明を実施  

今後、′けリツクコメント及びmo通野手続きを予定   

答申案   別紙2のとおり。   

－133－  －】34－   



（別紙1）  アジムスルフロン   農薬名  アジムスルフロン  

参考基準値  
基準値  作物残留試験成績  

農産物名  案   基準値  
ロロm   bbm  PPm   Ppm  pDm   

にんじん  d．02  
パースニップ  叩2  
パセリ  ．三 

セロリ  0．02  

みつば  0．02  

その他のせり科野菜  002  

トマト  0二02  

ピーマン  0．02  

なす  0．02  

その他のなす科野菜  002  

きゆうり（ガーキンを含む。）  0．02  

かぼちや（スカッシュを含む。）  0．02  

しろうり  0．02  

すいか  0．02  

メロン類果実  0．02  

まくわうり  0・02  

その他のうり科野菜  002  

ほうれんそう  0こ02  

たけのこ  0．02  

オクラ  0．02  

しようが  0・02  

未成熟えんどう  0・02  

未成熟いんげん  2  

えだまめ  ‥0．02  

マッシュルーム  0．02  
しいたけ  0．02  

その他のきのこ頬  ′OrO2  

その他の野菜  002  

みかん  0・02  

なっみかんの果実全体  0．02  

レモン  0．02  
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）  q．02  

グレーフフルーツ  q・02  

ライム  0．02  

その他のかんきつ櫛果実  002  

0．02  りんご  
日本なし  0．2  

西洋卑し  2  

マルメロ  8．02  

びわ  pTP2  

もも  b．02  

ネクタリン  0．02  

あんず（アプリコットを含む。）  0．02  

すもも（プルーンを含む。）  0．02  

うめ  0．02  

おうとう（チェリーを含む。）  0．02  

いちご  0．02  
ラズベリー  ・02  

ブラックペリー  0．02  
ブルーベリー  0．02  
クランベリー  0・0  

ハックルベリー  0．02  

その他のペリー類果実  0．02  

ぶどう  
かき  

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した逓瑚捌こついては、網をつけて示した。  
（＃）これらの作句勿現摺試験は、中綿の範閉内で試験が行われていない。  
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（別紙1）  

シフルフエナミド（Cyftufenamid）  
シフ′レフエナミド   

く0．005．く0．005／〈0．005，く0．005  

0．088（射．0．056（＃）   

審議の対象   農薬の食品中の残留基準の設定   

経緯   ポジティブリスト制度導入時に設定した基準値の見直しを行うもの。 

構造式   

ヂ 

FⅣ了Odグ 
用途   農薬／殺菌剤   

アミドキシム骨格を有する殺菌剤 

作用機構   作用機構は解明されていないが、麦類、いちご、メロン等のうどんこ病及び  

もも、おうとう等の灰星病に防除効果を示すと考えられている。   

適用作物／適用病害虫等   
麦類、いちご、′メロン等／うどんこ病  

もも、おうとう等／灰星病   

我が国の登録状況   麦類、いちご、メロン、もも等に農薬登録がなされている。   

諸外国の状況   国際基準は設置されていない。  

EUにおいて、小麦、大麦に基準値が設定されている。   

許容一日摂取量（ADI）0．041mg／k正確重／dav  

食品安全委員会における食     ［設草根如1年由佳性毒性試験（イ女・混餌） 

晶健康疫響評価結果   無毒怪童4．1mg／kg体重／day  
安全係数100   

基準値案   
別紙1のとおり。  

残留の規制対象物貫：シフルフエナミド本体のみ。   
TMDI／ADZ比は、以下のとおり。  

TMDI／ADl比  

（％）  

国民平均   4．9  

暴露評価  
幼小児（1～6歳）   10．8  

妊婦   4．0  

高齢者（65歳以上）   4．6  

TMDI：理論最大一日摂取量（Theoreti占alMa長imurnDailylntake）   

意見聴取の状況   
平成21年3月30日に在京大使館への説明を実施  

今後、パブリックコメント及びWTO通報手続きを車定   

答申案   別紙2のとおり。   平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
（＄）これらの作物残留試働は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
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（別紙2）  答申（案）   

シフルフエナミド  

残留基準値  
食品名  

ロロm   

0．3   

大麦   0．7   
ライ麦   0．7   

その他の穀類（注1）   0．7   

トマト   0．5  
ピーマン   

なす   0．3   

きゆうり（ガーキンを含む。）   0．3   
かぼちや（スカッシュを含む。）   0．3   

しろうり   0．2   
すいか   0．02   
メロン頬果実   0．02   
その他のうり科野菜（注2）   0．5   

りんご   0．7   

もも   0．05   
すもも（プルーンを含む。）   0．3   
おうとう（チェリーを含む〈）   5   

いちご   0．7   
かき   0．5  

注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、  
米、小麦、大麦、ライ麦、とうもろこし及び  
そば以外のものをいう。  

注2）「その他のうり科野菜」とは、うり科  
野菜のうち、きゆうり、かぼちや、しろうり、  
すいか、メロン倍果実及びまくわうり以外  
のものをいう。  
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